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議論の前提
• 議論の前提２：「深刻さの度合いを増す不登校問
題や、社会的にも認知されるようになった発達特
性への対応、家庭の経済格差や子どもの貧困問題
への対応などを前提に組み込んで考えたい」→大
賛成。

• 「未来の教室」は多様な子どもたちがいることを
前提としたインクルーシブな教育を目指している
ことを明記するのがどうか。今のままだと、「一
部の『できる』子どもたち」が対象になっている
ようにも見える。

• 以下の子どもたちも学校で学んでいることを前提
にしたい。

– 知的障害、身体障害、視覚障害、聴覚障害、性的マイ
ノリティ、外国ルーツ、病弱、非行、etc



インクルーシブ教育システムの構築

• 障害者権利条約の批准（2014）

• インクルーシブ教育システム構築に関する報告（2012）



特別支援学校在籍率は年々増加（文科省資料から）
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ポイント

• 現行の通常の教育にプラスαをしたり、通
常の教育に子どもたちを合わせるための
特別支援教育、ではなく、通常の教育そ
のものを多様な子どもたちがいることを
前提に再構築していく。

• そのためにこれまで培ってきた特別支援
教育におけるノウハウを活用していく。



教育課程の話

• 「特別」を「普遍」にするためには、現
行の教育課程をより柔軟に編成できるよ
うにする必要がある。

• 現状：通常の学級→通常の教育課程、特
別支援教育→「特別の教育課程」。特に
知的障害のある子どもは通常の学級に在
籍しづらい。

• どのように制度を変えたら教育の場にか
かわらず、より一人ひとりのニーズに
合った教育課程を組めるのか？



個別学習計画と学習ログについて

• 個別学習計画の目的を確認したい
– 自己理解（※当事者研究を参考に）
– 主体性・自己決定
– 問題解決
– 自分の学びに自分で責任を持つ

• 教科の目標設定と進捗を管理するのみでなく、より
広義の計画になるとよいと考える

• （例：自分自身のWell-beingやメンタルヘルス、ソー
シャル・エモーショナルラーニング、自分にとって
一番効果的な学び方など）

• （※特別支援教育の自立活動のノウハウなどを参考
にする）





学び方の多様性



メンタルヘルス


